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例祭の様子(宮司玉串奉納)

ま
ず
は
西
日
本
豪
雨
、
近
畿
地
方
台
風
、
北

海
道
地
震
と
立
て
続
け
に
発
生
し
た
災
害
に
よ

り
被
害
に
遭
わ
れ
た
全
て
の
方
々
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
八
月
二
十
六
日(

日)

に
例
年
通
り
、
氷
川
神
社
例
祭
が

責
任
役
員
、
各
町
会
代
表
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
氏
子
崇
敬

者
、
ご
来
賓
の
方
々
が
参
列
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
平
成
最
後
、
か
つ
宮
司
に
就
任
し
て
初
め
て
の
例
祭
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
大
変

強
く
持
ち
ま
し
た
。

例
祭
当
日
は
午
前
十
時
時
よ
り
祭
員
、
参
列
者
が
社
務
所

前
に
並
び
、
社
殿
ま
で
参
進
し
て
祭
儀
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
ず
修
祓
を
受
け
た
後
に
、
宮
司
一
拝
、
開
扉
、
献
饌
と
続

き
、
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、

宮
司
に
続
き
、
総
代
会
責
任
役
員(

渡
辺
忠
司
様
、
村
田
光
紘

様
、
大
河
原
章
雄
様
、
大
河
原
和
雄
様)

を
は
じ
め
、
各
町
会

代
表
者(

杉
山
幸
一
様
、
本
目
春
夫
様)

、
ま
た
ご
来
賓
の
皆
様

が
奉
奠
さ
れ
拝
礼
戴
き
ま
し
た
。

八
月
下
旬
と
、
暦
で
は
立
秋
を
過
ぎ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
35
度
を
超
え
る
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
対
し
て
関
係
者
す
べ
て
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
お
力
を
お

借
り
し
つ
つ
一
つ
一
つ
前
に
進
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
例
祭
厳
か
に
斎
行

宮
司

松
井
美
加
子
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～
例
祭
の
様
子
～

祭員と参列者の様子神饌(お供え物)献撤の様子

例祭後に社務所大広間で直来を執り行いました

責任役員による玉串奉奠

町会代表者による玉串奉奠ご来賓による玉串奉奠渡辺忠司様による謝辞

～
直
会
の
様
子
～

～
お
祭
り
の
様
子
～

あづま通り商店街を彩る紙垂と提灯

各町会の神輿をお祓いしました

あつま通り女みこし
(北二丁目町会)
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順
不
同
・
敬
称
略

平
成
三
十
年
例
祭
奉
納
者
芳
名

ミ
リ
オ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

氏
子
有
志
一
同

三
上
英
子

渡
辺
建
設

村
田
光
紘

大
和
不
動
産
大
河
原
章
雄

大
河
原
和
雄

露
店
出
店
者
一
同

岩
堀
安
三

長
泉
寺
坂
井
常
宏

田
丸
屋
不
動
産

合
資
会
社
天
名
家

高
円
寺
ビ
ル
大
河
原
正
光

ノ
グ
チ
不
動
産

読
売
永
仮

城
西
読
売
会

あ
づ
ま
通
り
商
店
会
会
長
芳
山
亮
輔

佐
藤
商
事

榎
本
光
子

田
中
寿
美

高
円
寺
交
通

高
野
青
果

須
藤
葬
祭

伊
藤
陶
器

石
吉

き
ら
ぼ
し
銀
行
高
円
寺
支
店

戸
塚
康
司

サ
ニ
ー
フ
ー
ド
佐
藤
千
代
美

佐
野
歯
科
医
院

藤
本
た
つ
や

鈴
木
俊
子

城
南
信
用
金
庫

大
東
京
信
用
組
合
高
円
寺
支
店

ミ
カ
ド
薬
局

さ
ぬ
き
や

小
町
酒
店

太
田
裕
子

田
中
成
志

奥
田
事
務
器
奥
田
敬
三

ハ
タ
ノ
建
物

蔵
王
薬
局

伊
藤
康
雄

加
助

中
村
司

松
浦
歯
科
医
院

高
円
寺
南
商
店
会

北
一
丁
目
町
会

北
二
丁
目
町
会

北
中
央
自
治
会

北
庚
申
文
化
会

中
通
町
会

緑
ヶ
丘
町
会

パ
ル
商
盛
会

氷
川
町
会

南
中
央
町
会

南
五
丁
目
町
会

家
庭
倫
理
の
会
杉
並
区

小
澤
裕
子

鎌
田
工
業
所

ト
リ
ア
ノ
ン
洋
菓
子
店

EN
J

不
動
産

川
上
啓
一

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

奥
田
八
重
子

田
中
風
呂
製
作
所

由
井
建
設

信
玄
運
送

島
田
菓
子
店

富
澤
義
夫

大
河
原
陶
器
店

伊
藤
幸
信

亀
屋
精
肉
店

立
正
佼
成
会

藤
崎
明

食
事
処
む
ら
た

む
さ
し
や
大
須
賀
丈
生

フ
ル
ー
ツ
の
果
樹
源
當
間
賢
三

栗
山
自
然
食

鑓
田
康
江

岡
宗
幸
子

山
川
板
金
工
業
所

日
興
商
事

マ
ル
ミ
印
刷

梅
田
馨

高
住
カ
ツ
子

か
め
や
寝
具
店
市
川
敬
喜

装
飾
フ
ジ
シ
マ

藤
森
ハ
ル
エ

西
尾
芳
秋

氷
川
神
社
氏
子
青
年
会
一
同

し
ほ
ま
ね
き

西
川
道
雄

B
.N

高
円
寺
高
山
康
雄

小
林
毅

峰
広
光
夫

安
藤
叔
子

金
門

今
枝
洋
子

伊
藤
圭

田
代
修

三
井
住
友
銀
行
高
円
寺
支
店

恵
比
寿
ク
リ
ニ
ッ
ク
整
体
院
種
子

石
井
宏

高
円
寺
駅
駅
長

宮
本
卯
之
助
商
店

ご
は
ん
や
蝶
ひ
ら
け

(

以
上)

★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

日
頃
よ
り
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
月
号
の
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
は
例
祭
月

の
た
め
、
お
休
み
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
ま
た

来
月
よ
り
再
開
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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で
は
研
修
生
を
代
表

し
て
、
答
辞
の
大
役

を
担
い
ま
し
た
。
ご

支
援
戴
き
ま
し
た
全

て
の
関
係
者
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

紺
谷
大
進

ひ
か
わ
１
５
０
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
八
月
は
例
祭
を
無
事

に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

て
ほ
っ
と
一
安
心
し
て
い
る
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
現
在

は
氏
子
の
方
々
が
神
社
に
気
軽

に
寄
っ
て
も
ら
う
べ
く
、
毎
日

の
清
掃
を
強
化
中
で
、
ま
た
今

後
は
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
も
企

画
、
実
行
し
て
い
く
予
定
で
す
。

季
節
替
わ
り
の
時
期
で
す
が
、

体
調
に
は
ご
留
意
し
て
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

五
十
日
祭
の
様
子

◆
山
本
雅
道
が
従
六
位
を
受
賞

神
職
資
格(

直
階)

を
取
得
す
る
た
め
に
、
第
十
回
東
京

都
神
社
庁
直
階
検
定
講
習
会(

八
月
八
日
～
九
月
五
日)

を

受
講
し
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
、
座
学
、
祭
式
と
も
に
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
で
簡
単
な
研
修
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
無
事
に
試
験
に
合
格
し
て
「
直
階
」
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
修
期
間
中
は
明
治
神
宮
合
宿
研

修
も
あ
り
、
夜
間
参
拝
や
禊
祓
い
な
ど
貴
重
な
経
験
も
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
終
戦
記
念
日
に
は
靖
国
神

社
へ
の
正
式
参
拝
、
東
京
慰
霊
堂
の
慰
霊
祭
に
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
抱
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
で
は
24
人
の
研
修
生
が
全
国
各
地
か
ら

参
加
し
ま
し
た
が
、
年
齢
、
出
身
、
経
歴
問
わ
ず
、
大
切

な
仲
間
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
付
き

合
っ
て
い
け
る
よ
う
な
関
係
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
僭
越
な
が
ら
、
閉
講
式

🌸

お
知
ら
せ
🌸

先
日
、
氷
川
神
社
前
宮
司
の
故
・
山
本
雅
道
が

従
六
位
に
叙
さ
れ
ま
し
た
。
従
六
位
と
は
大
宝
元

年(

七
０
一
年)

に
、
大
宝
律
令
制
度
制
定
と
同
時

に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
長
い
歴
史
を
経
て
、
昭
和

二
十
一
年
以
降
は
生
存
者
叙
位
制
度
は
廃
止
と
な

り
、
故
人
の
み
が
受
賞
対
象
者
と
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
故
人
の
残
し
た
功
績
に
敬
意
を
払
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
直
階
検
定
講
習
会
を
終
え
て

八
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
と
第
62
回
東

京
高
円
寺
阿
波
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
猛
暑
に
も
関
わ
ら
ず
、
都
内
外
か
ら
約

百
万
人
の
来
場
者
が
集
ま
り
、
各
連
の
個
性

あ
ふ
れ
る
踊
り
に
大
き
く
力
強
い
声
援
を
送

り
ま
し
た
。

こ
の
阿
波
踊
り
は
元
々
氷
川
神
社
の
奉
納

踊
り
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
来
年
か
ら
再
び

氷
川
神
社
宮
司
の
お
祓
い
後
に
ス
タ
ー
ト
す

る
よ
う
に
開
催
者
側
と
協
議
を
開
始
し
ま
し

た
。
実
現
に
向
け
て
前
向
き
な
協
議
と
な
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◆
前
宮
司
・
山
本
雅
道
五
十
日
祭

八
月
七
日
、
氷
川
神
社
前
宮
司
の
故
・
山

本
雅
道
の
五
十
日
祭
が
氷
川
神
社
に
て
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
総
代
会
責
任
役
員
、
各
町

会
代
表
者
、
親
族
が
集
ま
り
、
無
事
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

内閣総理大臣・安倍晋三様
より授与された従六位証

閉講式後の懇親会にて


